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はじめに
大阪に勤務するようになって 2年目に，私は大学にお
いて月 l固の「障害児」の保育指噂をするスタッフの一員
に加えていただいた。教育についての研究は.U体的な
教育;A践の検討を抜きにしては進展しない.と当時の私
は考えていた。(今も私lまそう考えている。)それゆえ「障
害児」教育を研究領域とする私1.1:.ある精神樽羽養護学
校に通い，そこでチどむ逮や教師と直接に接触することを
心がけてきた。そしてこの教育にとって研究すべきテー
?とは何であるのか， ということについて時には実践に
も参加させていただきながら探ってきたのであった。
大学での保育指導の対象とされた「障害児jは医学的に
ダウン症と診断された数人の子ども逮であ った。月一回
の交流は秘自身.そこから多くのことを教えられた。そ
の時から早くももう 5年が経過して，イ4ども逮は現在小
学校二年生である。この子ども達とのつきあいは今なお
続L、ているが，私は彼ら以外の多くのダウン症の子ども
i主とも出会うことになった。そのたびに親として，ある
いは保母，教師 として， どのような指導が紘学までのこ
の fどもi主に必要であるのかということが問題になった。
そこで大学での保育街導を中心に，ダウン症児の就学前の
保Tf.教育について，その教育内容の験討を通して，そ
の意義と問題点について考察してみることが必要である
と考えた。
I 本稿の目的
本稿の目的{ま.ダウン症といわれる子ども遠の就学前
の保育，教育機関について.その具体的実践を検討しな
がら，その意義と問題点を検討することである。
I 就学前教育機関の種類とその実態
ダウン症は一般にiJli.'，l;:Jの椛類としては「ちえおく れJ
と分頬される。そこでまず「ちえおくれ」の子どものため
の紘学前の保育，教育機関にどんなものがあるのかをみ
ておきたい。これは大別して「障害児」ゃ「ちえおくれ」の
乳幼児のために特別に設けられている機関と，特に 「障
害児」ということでなく乳幼児一般のために設けられて
いる機関， とがある。(表ー l参照)
またこれらの就学前保育，教育機関を大阪府堺市の例
でみてみると表-2のようになっている。
表-1 ダウン症児の就学前教育機関
(iちえ釘くれ」の子どもの就学前教育機関)
①「障害児Jのために特設されたもの
a 精神薄弱児通関施設 b 養護学校幼稚音1
c 養護幼稚園 d 小規模通図施設
② 乳幼児一般のためのもの
e f呆Tf所 f 幼稚園
ここでこれらの就学研J保育，教育機関について順次そ
の実態についてみてみよう。
a 精神薄弱児通園施設
昭和32年 4月に.児童福祉法の一部改正によって.そ
れ以前からあ った居住制の精神薄弱児施設に加えて.精
神薄弱児通園施設が新たに規定された。この精神薄弱児
通園地設は主として学併の中皮精神薄弱児を対象として
発展してきたが，現実には養護学校教脊の義務制実施が
近づくにつれて年々学齢児が減少してきた。つまり，就
学前の子どもの比率が向〈主ってきている。(表-3参照)
そして法的には，たびかさ主る中央児童福祉審議会の
通園施設の幼児受け入れの12.見具申などをうけて，昭和
49年4月に，厚生省児童家庭局長通知「精神薄弱児通岡崎
設に関する通知の改正について」が出されて.就学rijの子
どもを対象とすることができるようになった。この昭和
49年度の時点では，対象児が幼児化した通岡地設は，全
体の4分の l程度であ ったが，その後幼児化傾向Ij:急速
に進み.公営施設より私営地設においてその傾向が強い。
昭和53年度ーの日本精神薄弱者愛護協会の調査によれば.
幼児のみを対象とするi凶閣総設lム調盆対象施設 168}j血
設のうち89施設(53%)となっている。
b 養護学校幼稚部
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昭和2年の学校教育法制定の時から，養護学校には「幼
稚都を置くことができるJf特別の必要のある場合におい
ては幼稚部のみを置くことができるJ(72条)という規定
はあったが.昭和30年6月になってよう やく， 私立愛脊
養獲学校に幼稚部が設置されたのが養護学校幼稚部の始
まりである。その後昭和お年の東京教育大学付属大塚養護学
校に幼稚音防司宣置されてから昭和55年私立旭出養縫学校に設
置されるまで，精神薄弱養議学校401校中まだ11校に
しか幼稚昔日は設置されていない。またこの11校は地域的
表-3 精神薄弱児通園施設における学齢前児在
所状況(厚生省 :毎年度10-12月現在)
年度 在所児総数 。-5歳児数 比率
昭 3.( 620人 4人 O. 6 ~彰
41 2.334 72 3.1 
42 2.509 80 3.2 
43 2. 727 146 5.4 
44 2.936 164 5.6 
45 3.161 認7 17.5 
46 3.367 344 10.2 
47 3.fJl2 7お 18.2 
48 4.640 1.211 26.1 
49 4.763 1.692 35.5 
50 5.256 2. 189 41. 6 
51 5.734 2.616 45.6 
52 5.876 2. 915 49. 6 
53 6. 161 3.411 55.4 
(f精神薄弱者問題白書J各年度版J)
童 学
にも東京，神話者川， 愛知lと集中している。
これは最近の幼稚閣.保育所における隊害児の受けい
れの地加にも一因があると思われるが，もう一つの原因
li.遠くから長時間かけてスクールパスを利用しなけれ
ばならないという通学条件にもあると考えられる。
東京学芸大学付属養護学校の幼稚部では 4歳児クラス.
5歳児7ラスがあり定貝各5名で10名中8名がダウン症
の子どもであるが.近年応募志願者の数が少なくなって
いるY
c 養護幼稚園
「障害児Jのみを対象とする幼稚園を養護幼稚園という
が，昭和37年5月，北九州市に「ちえおくれ」の幼児を対
象とする幼稚園の宗教法人「いずみの圏」が誕生している
(10年後に閉鎖)。開設当初li.園児9名を 2つのグループ
に分けての隔日保育であり，母子通園であった。
現在.rちえ必くれ」の幼児の幼稚園として，全国にただ
1個所，北九州市立戸畑幼稚園がある。昭和46年4月に
開設され，定員20名(現貝12名.男児11名，女児1名).
l年保育である。
d 小規模通園施設
「ちえおくれjの子どもに対する国や地方公共団体の施
策の立ち遅れは，昭和40年代に入ったころから.税の会
やボランティア・グループによる自発的な早期教育活動
を促した。この活動は幼児グループ指導，母子選園.小
規模i通園施訟，マザーズ ・ホーム，自主訓練会などと
さまざまな名称、で呼ばれている。これらはしだいに地方
表-2 堺市における「ちえおくれjの子どもの就学前教育機関(S. 54. 10現在)
。才 1才 2才 3才 4才 5才 6才
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般
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注 6/.は一週間1(6園、I/mは一月に一回師団歓をあらわす. ~公立幼権周囲 の也
の
( 2) 
かえているために就労できないことなどを考えれば「障
害児Jであることが「保育に欠ける」条件に準ずると考え
ることができるからである。
昭和40年代にはいったころから，共同教育の思潮の高
まりを背景に，保育所における「障害児Jの受け入れを要求
する主張や運動カヘ特に大阪，京都など関西地域におい
て活発となり，これが昭和40年代後半には全国的に広が
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公共団体との共同事業として組織化され，制度化きれる
方向にある。
大学や病院においておこなわれる相談と保育指導もこ
った。
昭和49年12月.厚生省はJ障害児保育事業実施要綱J
を定め， r保育における軽度の心身障害を有する幼児」を
保育所に入所させるものとして，原則として，入所人員
は8名， r障害児J4名に専任保母l名を置くものとした。
その後昭和53年6月厚生省児童家庭局長通知「保育所
における障害児の受け入れについてjが出され，これまで
の一定数以上の「障害児Jを保育する保育所に対して助成を
行うという方式が改められて，保育する「障吉:児」の障害手皇
度や人数に応じて助成するという方式がとられることに
なった。
全国公私立保育所19，109ヵ所に対して昭和52年度に実
施した実態調査によると(回収率48%)，r障害児jが入所し
ている保育所は回収した保育所9，120カ所のうち44%で
あった。入所している人数は.保育所lカ所あたり約 2
名で.性別では，男児68%，女児32%.年齢は4歳児以
上が70%であった?
入所している子どもの障害種別については.r精神薄弱J
22%， rダウン症J6%，r自閉症(的)J24%.r言語障害J17 
%， となっており表-4に示すとおり多くの種類の臣官筈
をもっ子どもが入所している。
受け入れにあたっての診断の有無I:l:，障害の種類によ
って異なり，図-1のとおりである。ダウン症の場合は92.3
%が診断をう けた うえで入所している。
f 幼稚園
昭和51年度の 5歳児の幼稚園在国率は64.6%.保育所
在foJfl!容が25.4%で合計すると90.0%にもなるが， ょのよ
の小規模通園事業のーっと考えられる。
厚生省は昭和47年に「心身障害児通園事業施策要綱」を
作成し，通園事業は，児童福祉法に基づく通閏施設を利
用することが困難な地域に通闘の場を設けて市町村が実
施主体になって指導を行うように定めたのであるが，現
実にはこの実施要綱の規定条件を満たし得ない小規模事
業が，多数存在している。
前述の堺の就学前教育機関(表-2)のうち，保育所と
幼稚園，そしてエノキ・ハイムと百舌烏学園を除けば残
りはすべて小規模通閏事業と考えられる。
e 保育所
児童福祉法に基づく施設である保育所は，その対象に
「保育に欠ける乳幼児」という限定条件を設けているが，
保Z望者の労働または疾病などの理由がなくても，r障害児J
であることが「保育に欠けるj条件となるか制調題になって
きた。つまり「障害児」を家庭で適切に保育するのが容易
でないこと，保護者が労働につきたくても「障害児Jをか
保育所における障害状況別診断の有無
(昭和52年度)
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保育所における障害幼児入所状況
¥ 有問 脳マ てか 精鯖 規陣 鴎陣 ダウ 筋。 自 前 冨 陣 先 ι、 行鼻 身障 そ 無 輯ユ〆フ 聞 a 天性 疾息 0) 合効害 性ヒ んん 神弱 覚轡 世害 臨" f 1 lE “ 頼書 動常 体審 他 笹 計
6.Z70 髭I 1田 1.田2 162 261 816 認 I ， ~IO 118 1.041 86 263 406 161 民l 6.881 
合計
100.0 l曲。 1冊。 100.0 E回。 100.0 1伺 O 1冊。 1冊。 100.0 1曲。 100.0 1冊。 1曲。 100.0 100.0 
開 子 4.181 188 1曲 8剖 91 1開 219 却 1.171 曲 129 42 2晶 2z7 104 S副 4凪1師 7 51.0 邸.8 刷。9 国 l 52.6 国 2 冊。9 1.5 61. 0 旬。 岨 S 1.9 55.9 64.6 回 1
宜 子1.918 1詑 国 岨7 69 122 161 2 296 89 局1 42 印 l制 54 161 zφ088 剖 5 41.1 88.3 82.8 42.5 45.1 胡 E 9.0 19.6 制 5 26.9 岨 8 19.0 40.3 国 5 29.1 
165 6 6 31 2 7 6 48 5 81 z 8 15 s 40 205 無害
2.6 1.8 3.8 2.2 1.2 2.6 1.5 2.8 4.4 2.9 2.3 3.0 3.6 1.8 1.1 
( 3 ) 
(脳相62年度‘上段は貫徹、下段悼集〉
表-4
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うに幼稚閲，保育所への入凶入所E容が(;:jくなるにつれて幼
維聞にも「障害児」が入ってくる ようにな った。
昭和40年代に入って一般の幼稚園においてtf障害児J
表-5 幼稚園における障害別の受け入れ状況
¥ 紋 飯 受付入れら 入居できなかれた幼児数 った幼児数
A ら え 遅 れ 1.0 7 6 1 9 8 
B 1. 力 陣 書 287 22 
C 視 カ 障 書 462 28 
D 宮 筋 隊 書 1.1 2 3 1 0 7 
E 1査体不自由 3 8 2 4 1 
F 身体 の奇型 202 4 
G 脳 性 マ ヒ 75 20 
日 て ん iJ・ ん 1 7 6 1 6 
I ダ ウ J 症 1 65 27 I 
J 情 絡 陣 軍首 7 1 7 7 1 
K 心 餓 疾 息 46 1 2 1 
L 高司 弱 2 90 1 3 
M 鏑 司骨
'ー
弱 148 33 
N 自 附 軍E 742 1 2 1 。生活習慣 異常 1 7 1 1 0 t特に排縦T.I.ど)
P 霊園 ・1艶凶生活矩否 3 58 20 
Q モ0刈也蹄曹・関凶行動 4 66 5 9 
針 7.30 1 8 1 1 
47.4 '8.4 49.4 団 4
重 学
を機極的にうけ入れるべきだという共同教育の恩織が高
まり，実際の受け入れも急速にすすんだのであるが，近
年はより積極的に「障害児jを一定数受け入れることをHIJ提
として共同教育を目ざす幼稚園も設置されるよう になっ
てきた。
日本私立幼稚園連合会の調査(昭和52年7月. 6947圃対
象)によると回答のあった3071園中2145(70%)がHs拘]52年
度に「隊害児や問題をもっ幼児」を受け入れているという
結栄が報告きれている?}未回答闘が約半数以上あるこ
と.，凋1f}j法に精密きを欠くことなどを考慮、しでも.会
幼稚閣の30-40%の幼稚園で，f障害児」を受け入れてい
ると推測される。
際';!}別の受け入札状況は表-5の通リであるが，fちえ
表-6 心身障害幼児を受け入れている幼稚園歓
とその割合
I~ 幼権掴.数 受付入れ幼稚園散 割 合t悶53年5月1日現在} 【形}
公立 5.773 1.8 18 8 1. 5 
弘立 8.407 2.1 1 8 25.2 
合 計 1 4.1 8 0 3.936 27.8 
514 52.4 53.4 同 4 砧 4
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おくれj.ダウン症.精神湾坊の合計は1389名 (19%) と
なっている。
昭和53年7月.都道府県 ・指定都市幼稚園担当指導主
#連絡会が実施した「幼稚園における心身に陣容のある
幼児の受け入れ状況等に関する調査Jによれば.r障害児」
を受け入れている幼稚聞の比較は27.8%で，手L立より公
立の幼稚園の方が受け入れが進んでいる?褒-6参照。
I ダウン症児の就学前教育の具体例
夜、たちが市大において実践したダウン症児の保育指導
に参加した者は，図-2に示すように，他の各傾の就学
時Ij教育綾関においてもそれぞれ独自な教育プログラムに
よって何らかの指導をうけている。そこでこれらの各穐
の就学前教育機関のその教育内容を，この子ども速が直
後うけた指導に関する資料が得られたものについては
その械受ーを，得'られなかったものについては犯が関係し
た実践の資料を.そしてさらに子ども逮も本も直披関与
しなかったものは秘が手にした資料を.順次ダウン症児
の就学前教育の具体例として倹討してみよう。
1.小規模通園指導
小規模通図指導の具体例として，平Lの参加した市大てe
の保行指導を報告する。
①対象
兵庫県立塚口病院の染色体検査クリニ yクにおいて，
ダウン症と診断され，その後も同病院心理検査室で発i主
検Ji.をうけているダウン症児である。昭和49年度に行わ
れた市大児童保健研究室の体繰教室に参加した者がひき
続き保育教室の対象となった。
昭和47年4月から昭平tl48年 l月までに出生した 6人の
ダウン症児である。(表ー 7参照)
② 期間
Is初50年4月から12月までの10凪 2-4週間毎に l
回行なわれた。参加状況は褒ー 7の通りである.
③方法
市大生活科学部児童保健研究室に母子通所してもらい
保育指導を行なう。
毎回スケジュールをたて.スタッフがリードして母貌
と子どもと一緒にやってもらう。そしてその時の様子を
スタッフが観察記録する。
毎回子ども途の状態を把躍したうえで「毎日の謀I1!Jを
作成し.それを母親に説明し.家庭で実.&ltiしてもらう。
そしてその課題の達成状況や子どもの健康状態を母税に
記長量して もらう。
昭和49年度の保育指導は参加したダウン症児が歩行開
始前であったので主として体操指導であった。昭和50年
度は，子ども遥がひと q歩きが可能となったため，言語
をはじめとする全体的な精神発達を助長する保育プログ
ラムを実施した。その内容は，運動.雷結.操作，その
他(主に生活習慣)の 4つの領域にわたって深題が考えら
れた。
これらの他に 3ヶ月に一度.子どもi主の身体計測(身
長，体重，胸囲.座高，頭囲.腹囲.ijlf腹筋図)を行な
った。
④ スタッフ
保育指導の全体的指導を児童保健学の藤EB~L (-が行な
い，言語指導を中心とした指導を児童教Ti学の場智H青が
f旦当した。
母子に対する実際的な保育指噂とその記録をとるのは
研究生.学生数名がf日当した。
⑤結果と反省
10回の保育術~q.の概容(表- 8 )をみればわかるように，
保育指導は， まず歌いながら休t換をすることによって場
の雰閤Äに慣れ. 全身運動を行なう。そしてã~告の指導，
操作.認識にl渇する教材を用いての遊びを法本と した指
導がつづく 。休!lf¥のあと母殺との話し合いの問，子ども
達li学生ス?./フと 自由選ぴを十分に満喫し.帰るwJに
表-7 参加者の出席状況
名 前 性 生年月日 盛 型 保育指週早側始時の子どもの状態 タmA も， 月1~忽 7.; ヨ 8~ 司会 ~z 1;ノ12 ~7 』出EEl司t 
H'P 男 S'47. 4. 18 21トリ ソえー ヨチヨテタき 。。。。。。。。。。1~0 DQ: 47 
M.N 女 47. 10. 12 ~ 10分位歩行吋 。。 。。。。。Y.O 国. 50. 4から通園血設へ
""s ~ 47.11. 29 • 50 m位歩行司 。。 。。。。~o I S. 50. 4から通園施訟へ
M.K 女 47. 12. 10 " 
5分位歩行可 。。。。。。 。}{O I DQ: 66 
M'Y 女 47.12.28 モザイ ク 10m位歩行司、 5m位走可 。。。。。。。。。。% DQ:70 
N.E 男 48 1. 5 21トリソ， - DQ・65 。 。 。。 ~。
( 5) 
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もう一度皆でー絡に歌をうたいながら挨拶をする。これ
が2時間半から3時間の各回の保育のパターンであった。
山下らは昭和49年から[ダウン症幼児の治療教育のあ
りかたの研究J7)にとリくんでいるのが，大学における週
一回の治療教育の:J;f践は，子ども中心の遊戯療法の考え
方をJJi本とし，訓練とか教育的要素の強い内答について
も，それを子どもの本質である遊びの中にf立法づけてい
る。そして山下は，一連の研究を通して，このような基
本的袋勢1;:，ダウ ン症幼児の就学li可に必ける指導を行な
う際に，治療教育のアプローチの形態を考える上でも十
分に参考になると述べている。図-3参照i'
セ ，シ. /の樟れ
i 弘元ζ ・ MMW7hJλj.・.・
---" 一一・・い:い
子ども，、 すとも日
-
i一
子どもC
{又はA') (l(I;A') 
図-3 集団治療教育におけるアプローチ
ぷたちの保育指持も実際には遊戯療法的であったが，
スタ yフの子どもへの姿勢として，この点を確認しては
いなかったため，23吾.操作.認ぷに関するuri'は.訓
練的になってしまうこと もあった。
ここで税たちがうえた課題に対する子ども速の反応、を
運動，操作.言語のそれぞれについて検討してみよう。
運動而では歌体操，タオル体操を繰り返し行なってき
たがピョンピョンはねるという挑縦がまだ無理であった。
音楽にあわせての指持は効果的で， 曲が流れると自分か
ら体を動かし始めるチどもが多<， iされる体操」から「す
る体練」へと変化してきた。また体燃は母親と協力し，集
団で行なうので，~団の流れにまきこまれて活発に全身
を動かす機会となったのは，特に運動面のどの点て・進歩
があったかを日月らかにしなくてもそれなりに意義があっ
たと忠、われる。
操作・認議面については，形.色の弁別ができるグル
ープと，まだそれが賎しいグループの2群にわかれたが，
ペグボード.タグポート，コ yプ電ね，ブロ yク，{ズ
Jレポ '1?スは両群と L楽しくそれで遊ぶことができた。
私たちは. 子どものできること.できないことを観察す
るために教具を与えるニとになってしまっていたのでは
ないか，と忠、われる。笠宮なオモチャを与えて楽しく，思
いっきリ遊べるような場面設定が必要であったと思われ
1量
( 8 ) 
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る。
言諸国の指導は，ロの体操とか吹く力をつけるための
訓練を行なったが.これは指導者のやり方次第で訓練的
になったり.遊びになったりするので信導上の注意が必
要であった。
船iI!らはダウン症児のかかえる問題の中で紋も深刻な
問題の一つは言語の問題であるとして.次の二点に重点
をおいて言語指導を行なっている1}
① 隅音器官の機能の向上をはかるため， 日常生活を
通じて息の調節のしかた，そしゃく. うがい等を励行す
る。
② 絵画やリズム運動を通して，運動機能の向上や情
緒部での安定をはかり，自信を持たせ自発的な態度をみ
につけさせ， トータルなコミュニケーション手段を用い
て表現しようとする意欲を高める。
私たちの指導はー雷穏に とって本来最も延安な②の観
点からの指導が不十分であったように恩われる。しかし
子ども述には，発声も多くみられ.精神年紛に応じた話
しことばも出は じめていたので!O}母親との言語環境の重
要性を母親に認識してもらい，チどもへの積極的な働き
かけをしてもらうことを要望してきた。
2，精神薄弱児通園施設
① A学園
A学闘は，i児童九i祉法第42条にむとづく精神薄弱児通
関施設で， 3オ{立から就学年令前の知恵の遅れた f供を.
毎日学凶専用パスでi!fl固させ，m悶生活を通して，生活
に必袋ーな社会性をのばし，望ましい人格形成の法礎づく
りをすると共に，山立に必要な生活習慣を体得させるこ
とを目的としてJいる。
昭和38年 5月に定U30名で設立され.昭和44年4月に
地築されて定員50名となった。職只1;1:園長，保母指導員
12名が指i惑にあたっている。(昭和151年当時，以下同様)
指呼l付符として次の五点が14げられている。
1 ，よい環境を与え危険から保必し健康の精進と情緒
安定を図る。 2，遊びのグループi活動をとおし周囲の人
と仲よく協力しあうことができるよう社会性を発う 3，基
本的生;，Ti'tltl'C用{見洗I飼，衣Uiの.1脱等)がr'I立できる
よう年令.能力に応じて指導する。 4，体力のli'JI二運
動機能の発達をはかるため，体機.散歩，音~ リ ズム!!f
を必こなう。 5，家1炭関係の育成を図るために家臨指導
にあたる。
日深.年間行事1;:褒-9，表-10のj凪リ である。
② A学問における保有街導
クラスは，情緒降五の Fども.ダウン症，次年度就学
の小!t凶で行動できる fども，剣jきの少ない{'ども. 身
堀(智):ダウン症児の就学前教育に関するー研究 2ー53ー
表-9 日 認 ]; 
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生活 発 表 お別れ81 (} f.i まっ。 退 定事 Jl 式
体的に問題のある fとも， というように fとものl結万別
に制成され， 1 7ラス 5-7 r，の 77ラスかある。
凶と家庭とのIlIJてli紙日連絡般市、交換さIL. 聞での f
どもの似r.家庭での fともの依子がお互いに把wでき
るようになっている。n-同，t:u誌が保有に参加する。
furに欣をどんどん活用している(生活の歌.毎月の歌)，
何事も 子ど もにlii主的にやらせようとしている(衣服の
ヨ刊仏食事の;V， f~il . 片づけ，排捕など
③ ダウン椛~c. H . FとN.Eに付する保TI指i呼
ニの:人が入所する 7号スliダウン症ばかり 6人 ('.1:
女作31，1で構成されている。 Hl.ff:f副社は保育続験l年
の議;の |ーヂな，C欲的な1則るい釘刊.である。クラスのU燃
は，体力づくり.身辺処理の内iL.i遊びのt，t1<(よ リ担
かにi色i，.楽しく i笠_;;. 1' nlにi鐙_;;1である
一人ー人の「とものif-I:It-J標が保付と 付税のr.1Iで検討
されて設定された。
H.Fの年間日燃は 1衣服の滑脱ができるようにな
( 9 ) 
る(スモッグのZf脱. ~Itからかぶる服をひとりで泊る l ，
2.俳撒の自立(ひとりでトイレに行ってもどってくるこ
とができるl， 3.'-i るべき時には沼ち lí~、て降っている
ことができるようになる.の 3点である
N.Eの年r:fll"l標は.1'{1&のm見がでさるようになる(ス
モノ 7の荷脱.パンツ.ズボンの着脱. ~jlからかぶる Jm
のli脱l， 2.俳植のn立(おしっ こを IVJする. ひとり
でトイレに行けるようになるし 3.リ車くなる(ちょっ とし
たことで泣かない強い fーになって欲しい，の3点である。
この7ラスにむける s改定保frの内谷の主なものは次め
ようなものであった。
t1xJ久ポールi並び.砂あそび.プ-JL，.，運動会，指あ
そび，三鎗 'I~( ヨーイドンで鏡争 したり.互いに仰したリ
するl，すべリ fi(:長内のスベリ f?で色々なすべ 1)}jを楽
しむl.? I ~ ，絵# ード ， 絵本の表現あそび. おみせや
さんごっこ。
クレパスIlij(11'j用紙にあらかじめ怖いてある形をぬリ
つふす.絵の!~I利 (みんなで大きな紙に色をぬる.赤と
紋の芯、議づけ).1まじさ絵.松1;1'っくリに色をぬる.ハサ
ミで担tをりjゥてのりでは る。
Tf楽リズム，絵本をI'/t.む.紙芝肘。
いもはリ. たき火.チュウリ yフのf.l<t.民抗Rえ。
@ A'判叫におけるI-I.Fの対人関係と保育指J阜
小{本はA"!:I剣にわ・ける1-1.F.とN.E.の鋭.f.i，記録をも
とに. H. F. については.発J~f. f乙どむの関係，保母と
のl刻{系を. N， E.については，?"吾発注を分桁.)j'!ifして
いる これらの分析. J'/?:tの対象となる ιのはいずれも
A"f:1向での!tl司'七治と j采くかかわ ってい る。 ここでは.
1. F.の fどむとの関係について小林のAr察をみてみよ
よ 121，。
小林!iH.F . の友j主|対i長を a 攻略~(I(J行動((1)tqlす
・たた く.@取る ・怒るl.b.友好的U!fih((1)他児への
世，.fi.@他児との遊びl， c. I及倣 d 他児から H.F. 
への|具lわリ.に分~n している H. F.の対人行動のーっ
と 巧 えられる次常的行dリ~Ii ，保!告 と他リよとの!品lわりの中
で吉正化を不した H. F.が他児を押したリ .たたいたリ
するのを保1:);I')'i主立すると.勺初は. li志しでもしばら
くするとすくまた他児を抑したリしていたが，た'んだん
しかられると 仲妙なたt，'になったリ ."qjるようになって
きた また他児からも佐立された 1). t底抗されるこ とが
見られるようになった そして巡動会へのとリくみの中
でクラスのやIj:IJ，iJ:ぷがめ1えると， H. F.の攻常的行動
に対してみんなが~I・慨したリ ‘他児が協力して制J主を加
えるようになった。
似I:j:(;l:H. F.のi也児を押すとも寸行動を. 1 1 f'.I!.由L
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ないと思われるのに押す. I)こと ばの代用として押す
(その場か らのいてほしい時)1)自分の行為を保母に制
止された時に うっぷんをはらそうとして押す. JV)ふざ
けて軽〈押す. というような場合があることに気付いて
1) I) JV)についてはその場で，いけないことだと叱
り.1)については.ことばかジェスチャーで気持ちを
他児に伝えるように教えるとL、う万針で術導されてきた。
こうして H.F.の行動に変化がみられ，押したり，た
たいたりすることがら、けないことであるという認識がで
きるようになった。そして自分のいすにすわっている子
どもにのいてほしいと要求することができるようになって
きたのである。
いま紙数の都合で. H. F.とN.E.の他のl函で成長，
発達についてはこれ以上記すことができないが，これま
での家庭中心の生活から， この通関施設においてまだí~
害児」だけ，という関越iはあるにしても，意欲的な保母の
指導をうけつつ集団生活を経験できたのは，彼らの成長
と発達にとって大きな意味をもっていたということが上
の例からも理解できるであろう。
3.保育 所
不正たちが大学で保育術導してきたダウン症の子どもた
ちの中で，保育所に入所して保育をうけた子どもは.N. E 
e・ ‘ 頗 で @ 隻
童
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学
とM.Yの二人である。M.Kも保育所入F斤の刺青としたが.
現場保母が「障害児Jj~fJ'の経験がないこと.さらに財政
面での逼迫から保母が加配できないということを理由に，
不当にも入所をm否された。
N.EとM.Yの保育所伝聡中の保育の内容と子どむの
状態を伝える資料が伐っていないので.ここでは私が関係
した堺市の公立保育所での保育実践を一つの資料として
とり あげてみたい。
堺市ではUi3手間9年lこ「障害児J保有が実施され.昭和52年
に「堺市篠宮児保育笑地聖書綱Jが制定された。そして昭和
52年度から，保育理論と実践を結びつけ新しい保育め創
造をめざす拠点としてブロック毎に研究指定闘が投けら
れ.地域の大学や関係線開と協力を計ることが制度化さ
れた。私1.研究指定凶のA保育所に助言者という立場で
ケース会議1事の「障害児J保育の会;~に参加l してきた。 A保
育所では「保育所ぐるみの障害児保育jということで図4
のよう な体勢ができている。月 1回「障害児Jについての
ケース会議が金輪以でもたれる。そこでは保育所と家庭
における「降:主児Jの姿が日々の2己録をもとに報告され. そ
れを検討したうえで今後の保育課題が設定されるのであ
る。前税との連絡ノートの役符IJもかねた毎日の観察記録
は褒ー11のような用紙を朗いた.
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場(智):ダウン症児の就学前教育に関するー研究
私がA保有所に関係するようになってから. A保育所
では 3人のダウン症のチどもiが保育をうけた。ここに
3歳から入所したT君の 4歳7ヶ月から 5議5ヶ月の 1
年間の生活記録をダウン症児の保有の一例として表ー12
に示すe 保m県民自がたてられ. それにもとづいたμ体的
な保母の働きかけのー泌が理解されるであろう。
W ダウン症児の就学前教育の意義と問題点
ダウン症は，その身体.sJi.貌の特徴と，染色体検査に
より出生後まもなく診断が可能である。それゆえダウン
症であることを貌に告げるその方法や時期が重喜きである。
ダウン症についての医学的な必明のみにとどまらず，書誌
の養育態度を含めた教育， とりわけ早期教育の電姿性が
線に対して伝えられなければならない。そこで税が白分
の子どもをどう育てていくのか，続として人生をどう生
きていくのか，という点について殺に対するカウンセリ
ングも必裂に主ってくる。
親が自分の子がダウン症であると告げられてショック
をうけ.このショッ 7から立ち直って子どもをT1てる気
になるまでに婆した月数lム 6か月以内29%. 7か月~
1年まで32%.3年まで18%. 6年まで21%となってい
る ~3) 1 年までには60%のf量級がショックから立ち直っ
ているが. 1年以上をこえるものが40%あるということ
は，早期診断が必ずしも早期教育にむすびついていない
ことをチ~lさせる少
最近はダウン症の場合早期党見が可能なので早期教育
が積極的にとリくまれるようになってきた。手Lたちが市
大で行な った赤ちゃん体操の指将，保育指導もその一つ
の試みであった。
イギリスのDown'sBabies Associationの会長でダ
ウン症児の父斜でもあるプリンクワースは.ダウン症児
の早期教育について「神経系統が米発達で.筋肉の弱い
ダウン症の赤ちゃんをひとりベビーベッドに政っておく
と，生まれた時に持っていた芽をなくしていってしまい
がちです。赤ちゃんが自発的に動くまで待つという諜ち
を犯してはなりませんJと指摘して!引赤ちゃん体操，感
覚訓練，食事と保健， 言語獲得と経験などO歳-2歳の
聞の指導について具体的に述べ.r生後 1lFIllになされる
発達が，以後のダウン症児の人生に決定的ともいえる影
響を及ぽす」ことを強調している。そして「生後12か月
を越えてしまうと， とり戻すことのできない.ili:態が生ず
る」とまでいっている。
またアメリカのワシントン大学.'7ンチェスター大学
などを中心にダウン症児に対する超早期からの療fがな
され.その効果が認められるに至っているi引
-255-
日本でも北九州総合療育センターにおいてダウン症児
に対する超早期療背が昭和53Jfからとリくまれ始めた.
1歳未満に療育を開始した18名のうち 2歳を過さた10名
についてその効袋が報告されているが，療育の効架'1.
正1i¥'児の発達と訓練をうけていないダウン症児と比較し
た場合.特に移動遂動.手の使用.こと，:!の発達のそれ
ぞれにおいて，訓練をうけていないダウン症児に比べて.
顕著に良好な発達幽線を示し.中には正常発達にi!iい発
途rltJ線を示す ものもみられたそうである。
以上のようにダウン症児については早期発見が可能で
あるという理由から今や超早期の教育が開始されている
のであるが，はたしてそこに問題点がないのであろうか。
早期教育の必要性に対しては異議をはさ む人がいないと
しても， どのような早期教育がなされるべきかについて
は慎重に検討されなければならない。早期教育を うける
ことができなかったチどもに対して「手遅れですJfどう
しよう もないJといったいい方がなされる背景は.村井も
指摘するように16)r郎'j._I~' リよjの判例教ffれ何らかの欠陥が
あるのだから早〈から教育することによってその欠陥を
紛う目的に狭〈似定されてしま~'.乳幼児期をいかにそ
のチどもが充実して生活するかという教育の基本的な|問
題がともすると忘れられてしまっているのではないだろ
うか。
rwr，占ー兇Jの!，LJUJ教f{カ1it~~I'::の克服・己主聖書ということだけで
行なわれるとすれば.どうして(， fどもの主体的な活動.
(jIJi主的な活動が琢重きれずにー純のあせり教育，つめニ
み教育にならざるをえない。このむ白味で教育効果という
場合一体何が真にチども自身にと ってプラ スにな ったの
か， という点を問旭にしなければならないだろうJ早期
教育が常に効果を生み出すとは隙らないという二とであ
る。乳幼児期が可盟tのある時期lであるという点におい
て外からの刺激の彬君事は当然効J米と，;t.j廷の方向におよぶ
可能性がある。早期教育がかえって発途的にマイナスの
員~'S'をおよぼすということは充分にAr えられるのであるJ
と村井川もニの問題の検討の必*M:をJ見いている。
村井はびわこ学閣の重症心身障害児の療f経験にてら
して. f-どもの発i主的変化は.学l唱における医学的.心
理学的，教育学的な専門的技術によって生じたというよ
りは.以前より2かな療育環境州栄l猿されたことによる
と述べている。そして「隊古一児Jが家庭に;泣かれているのと
比べればまだ学岡て・の生活が相対的にプラスになったと
Jえると考えられ. このことから「附'II~ー 児Jの幼子γ必必Iニ、、
ることが物質的にも精神的にむ貧 しい状態におかれてい
るのがはとんどではないか.と指摘している。とリわけ
，1"(4主の「降'M~Jをかかえる家庭はこれまで外的な環境から
????
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表-12 保育所におけるT;?il"の生活記録(まとめ)(4 . j"7ヵ月-5オ5ヵ月)
.-
す'
保育線図 保母の働きかけ 評価反省
4 才児とはるべく行動~共に
する
自分のグループを知る
集
当番活動IC#加する
回
順番を待たせる
生
嫌がらずにたてわりチーム0才
から5才までのグループ民参加
しその帯囲気1:f.tれる
-新風児ICfjl<Tを理解してもらう
.友達とOjかかわりを多〈持たせる
為の働きかげをする
-主にグループでTの面倒を見る乙
とを位置づ'1ている
4-8月まで、課題はつづく、クラス全体がT
をI:Uー して受付とめたりグループで話し合っ
て当奮を出し合う等みんf.tがTを推適する.. 
iIiiが見られたが、興味のない設定の崎は郵昆
から脱げ出て他のヲラスや事積所へ行った.
グループ全体がそろわないと次の作I 4月中司自にグループを決めた。そのメンパー
業に移れないζとを位世づける I 1:継続児のと くにかかわ りの多いヲを加えた
為かグループの〆ンパーを塑解するのが早か
った。
当番の仕司Eを知らせグループの子と| 伺グループの子舵手伝ってもらい佐がら給食
かかわらぜf.tがら録後までやらせるi の配信が出来fこ。
」り込日いで"を待たせる乙と
を知らせる
チーム0)子とかかわらせ遊ばせる
.Tの出来る活動をみつ'Hしょ宮
とする気持ちを大切にする
Tよりも小さほ年令の子供たらと卜たてわりや誕生会等を利用して小
修する級会を多く待つ | さい子と篠する備会を多〈也つよ
うにする
と〈に製作面では、ほとんど入ってこれUか
った.すぐに外や事筋所へ行っていた.また、
保障も製作K手がとられTとかかわる余舗の
なかった ζとを反省している。
11月頃1:1周量生定はしたが、実際は2月頃
から窓織して般会をもつようにした.
( Tは年少の子を自分よ 0 小さい!JI~.I・し
て簸していたようど.例えば、帽子をかぶせ
ようとしたり、手をつはぎにい勺たり、取を
なでてあげたり)
t昌
包 思いっきり大きい声を出す
機会を多くもつ
-時に肱大1fで泣かせてみるt怠図
的に}
・はっきり した口網で錯しかける
( ')X，カルに)
・アクセントをつけはっきりした語
りかげでzrldを引き出すt印象的
に云 う) 1 
・オ柏市，z:<'L、畠豊富i"，Lf.管却目玉下1.どLもが):td
少し具体的な課館設定。E欠りていた
E巨額の樋鎖は多いが、ひんぱんに出る単車iは
少ない。
-みんぼと共1I:!Il回避ぴを楽しむ |ー 保母が 1人の時にはとくに入れる
遊びをnり入れるようにする
・新しいゲームや手道ぴ等を見ょう
見真似でしょうとする気持を大切
にする
・かんたんf.t遊び0)1レールを知らせ
る【ハンカテ緋し、イス取りゲー
ム et c) 
・正月遊び11:#加し、 ιまのひもの
巻き方、まわし方絵合せel c 1 
興味を也たせる
.J道ぴ、楽b遊び1:#却する |遊びの中でTが入れる部分を考えf.t
るべ くいれていくように配島する
絵画製作宙では、とく11:.人的に街
導する
食事中は痩って鮫幽食べる 1.ハシを正しくもつように言葉かけ
をする
・パンを投げたり立ら歩いたりした
! 時は、強く注怠する
戸外11:出る時は必らず卵子をかぶ1・素足のままでとび出した時は必ら
り靴をUいて出る l ず注恕する
単認を穆かにする
建
運
-体~働かし鋭いっ きり遊~
・いろいろほ運動造ぴを楽しむ
t手持曜、プール、ド γテポ
ール、リレー、マラソ ノ等}
-子押車でTO)相手が語症であるかを
知らせる
・かんたんなルール(')レーelc)
を知らせその獲しさを晶じわせる
.自分で泳Cうとする気持らを大切
にしてやる
・はげましながら厳後迄、自分の力
で走らぜる
-パジ守マ袋のかた結ぴをさせる
.ボタンかけの練習をさせる
・ハサミ 0)使いかにを止し〈知らせ
る。
色々f.t運動遊びにはTf.tりに寡加できた.
とくにプール遊びでは、始め水をιわがって
いfこが慣れてくると自分から泳Cうとしたり、
水の中で色目を開けるまでにな った。
練習Tをきせる時聞が遅かった、ひきつづき練
智させたいt興味もひきだす)
ハザ Eは 1間切りからつづけて切れるように
江 勺に
ルールがわからずともTはりに書加していた
逝ぴ0)ルールが被鎗化していると入れf.tい.
t例えばしっぽとりでは、陣作りをして遊び
を発銀させる〕
童書段は、ほとんど参加していなかったが、当日
はTf.tりにみんUの中で、がんばっていた.
1 1月頃、Iiの部分が指示。Eよりかりに.
後半、とくに行儀の感きが自についた。
樹ブラシの指導を習慣づける ζとが出来なかった
よく併を出していた又テ γシaでふ く習慣がつ
いていなかった。
動
-手Iltを使う機会を多くもつ
操
作
遊
ぴ
???
??
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助言者 絹
子どもの観察
一絡にあそぶ中での綴子
記録を読んで
用務担当
仕事を通してのかかわり
ー絡にあそぶ中での機子
養護学佼幼稚$
養護幼稚関
。障害に応じた専門指導が
なされる。
。小数で密度の狼い指導が
行なわれる。
。障害児の観どうしの失流
ができる
。子ども同士のかかわりが
少ない。
。~くまで長時聞かけて通
わu.ければならはい
。地紋とのつぼがりが弱い
18.当クラス
クラス会議 課題に対してどう取り組むか
f子どもの機子
実践記録 J クラスの織子
|家庭の綾子
主任
J↑ クラスの保育の点検保母の実践を通しての観察ー絡にあそぶ中での綴子
ケース会議
担当よりケース報告
全員重要加討論
1回2ケース 翌月の保育課題
川、
他クラスの保母 看護婦調理師事務員
応援に入つての機子
全体的な面からの観察
図-4 保育所ぐるみのケース研究
表-13
小鋭敏通儲61ti設 精神縛弱児通園継投
。障害IL応じたJ，lJI'~指導が 。陣容に応じた指導が江主
u.される tl.る
。固定観念にとらわれず新 。指導員一人当りのチども
しいま式みが指導IL加えや の数が少なく指導がゆき
すい とどく
。障害児の観どうしの失流 081との連絡が緊衡にでき
ができる る
。回数が少むし指導が不 。子ども向土のかかわりが
徹底になりやすい 少佐い
。i這くまで、略的をかけて 。速くまで時間をかけて通
通わ江りればならない わなければならはい
。子ども同士のかかわりが 。地波とのつはがりが弱い
少ない
。経済的基豊富が弱く、スタ
ッフが不足する湯合があ
り、組織的指導が不十分
にはりやすい
。地域とのつながりが弱い
(l3) 
保育 所 ・幼稚園
。子どもあ1土のかかわりが
多い
。「鍵?百児JlLi障害児J
への自然u理解が生まれ
る
。桜子とも地域での生活が
実質的に可能とuりやす
L、
。集凶0)中で一人狐立する
場合が見られる。
。劣等感を bらやすい
。障害についての認識が不
足している場合がある
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子どもを隔絶させるという傾向があったにせよ.i際;45児」
をもっ家庭が.親だけで子どもの教育を担っていくため
には多くの困維な問題がある。級自身のショ ックからの
立ち直リ もその一つであり，社会的な偏見の恨強きもそ
の一つであろう。
そこで家庭のほかに教育を受けいれる場が確保きれな
ければならな、、「障子:?tJが家庭に置かれている場合，充
分な教育がなされているとはいえないのである。西僚も
「早期教育1:家庭でも行なわれている。早期集団教育が組
織的になされるかどうかが問題ではないのか」と述べl釦
て，家庭以外の子どもの教育環境が，集団の場で，さ ら
に組織的に教育がなされることの1li:要性を指摘している。
そして，このような集団保育1:.税同士が自分の子ども
を客観的にみるように導き，親同士のつながりで心理的
な安定をもたらすとい う点もあるのである。
ダウン症を含めて「ちえおくれJの(-どもの就学前の教育
機関はnでも述べたようにいろいろなものが存在してい
る。その，!-(，体的な教育実践については一部を[で紹介し
た。これらの就学前教行機関のもつ長所・短所について
は褒-13 を参照にしていただきた~， 0 
共同教育の場として
今井1:.i防'.1:'・児Jの'1-1教fnこ付する基本的な考え方も，
「一般児に対するものと本質的には同じJと考え，発i主の
適時に適切な指導が最L望しいと述べている。そして早
期教育の問題点と今後の方向については.(1)早期発見の
問題.(2)医療と教育との連係.(3)教育体制!と内容.(4)一
般児との交泌1. (5)岡総数千7をあげて.(4)で共同教育の方
向性を示唆している。また村井もn布:占:児J早!日l教育を推iι
していく上での原則の第一番目lこ.i障害児の早期教rm.
眼目1J的に正常児と隔線しない形で行なわれるべきであるJ
点をあげている103そして「障害児にとって正常ー児と最も
こだわりのない対等な交流が容易な時期は.幼児期であ
るという ~ í幼時期における正常児と障害児の後触の中に.
隊害者に対する差別!o$を取り除いていくための一つの箆
裂な鍵があると恩われる。障害児に対する差別が，理性
のレベルの問題というよリ{丸より感情のレベルの問題
であると考える場合.幼児期における両者の接触は，た
とえ能力差ができて，能力的に対等な接触ができな くな
ったとしても.感情レベルにおける差別記長を除去するの
に大いに役立つと考えられるのであるjとして「障害児♀
j問教育の最も大きなff.我1:，この点にあるといっても過
言ではないJと言い切っている。
幼児期に布いて，共同教育を実現しうる可能性大きい
のは.CD-一般の幼児との発達段階の差が比較的少さいこ
と.また②まだ障害をもった子どもを特別視したりさげ
意
(14) 
学
すんだりする人間観や価値観を固定的に身につけていな
いこと，の他に，③幼稚園や保育所では，学校のように
知的活動の多い学習活動を画一的に用意せずに，遊ぴの
よう な生活的 ・総合的活動が目線の中で火きく{立世づけ
られていることも，その理由の一つである。
就学前段階における共同教育は，さらに学校教育へと
発展させられなければならないが.そのためにも就学前
の段階から日常生活の中で直樹怜接触の機会を「健常児」
と「障害児」の双方に用意することの意義1:大きいといえ
る。
したがって「障害児Jの教育が駿備・拡充されるにつれ
て， 例え 11聖~~聖学校幼稚部とか精神薄弱児通園施設が設
けられるニとによって「障害児」が「健常児」と交わる機会
の多い保育所とか幼稚聞に「障害児Jが入ることが閤絡に
なるようなことはないようにしなければならない。
ひとりひとりの子どもを大切にする教育の場として.
一般に早期教育が充実していけば「降符児Jの勾'-ltlj教fも
それに伴って充実していくはずのものであるが，逆に疎
外されるよ うな状況が生まれつつある。つまり知的な能
力の開発が一面的に叫1れ.受験体制!の矛盾がそのまま
乳幼児期の子どもの生活にまで葱影響を及ぼしているの
である。このような状況を考えれば.早期教育は「障害
児」のそれだけカ私守犯とされるのではなし「健常児」を含
むすべてのチどもにとって，早期教育とは何か，が問わ
れなければならないだろう。そのためには「障害児」と「健
常時」とを分けて考えるのではなしひとりひとり のチ
どもを大切にする教育という教育の基本的な立場を確認
する必要があるだろう。
私立幼稚聞での実践を報告されている田中は.実践家
の立場から次のような保育を「一人ひとりのための保育J
としてまとめているi1}
imi!;:児という特別な子がいるわけではないのですか
ら，特別なことは何もしていません。どの子に対しても，
ごく当たりがjの配慮をし，ごく当たり前に按しているだ
けです。正確に1:，障害や遅れがあるにしろないにしろ，
カいっぱい遊べるイ・どもを育てることをねらいとして，
一人ひとりの子どもの個性，持ち味を十分いかすために
必要な配慮を，その子にふさわしいように特別に吟味し.
環境を盤えているのだというべきでしょう か。私たちは，
どの子に対しでも，同じように，子どもの個性，持ち味
に応じ，子どもの反応を確かめながら，ある時1:個別に，
nる時はJIe図として保有したいと心がけています。会て
の子どもに対して特別な扱いをしているのですから，つ
まり.特定の子どもを特別扱いしていないということに
なります。これが，私たちの{呆nです。平Lたちはこのこ
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とを，自閉症児，精神薄弱児などといわれる子どもたち
から学11せてもらいましたd
おわりに
ダウン疲のチどもをもつある父貌は.その千記の中で
r'I分の忠 fがダウン誌であることを知ったときの激しい
シヨ 17. そしてそれからの重苦しい日々.その子ども
の朗らかさと無すs気きに支えられて過ごした日々，また
そういう H/1のつながリの中で， ，Q‘子を受けいれるよう
になったことを告白している.そして次のように芥いて
いるJ知行には知行のベースがあリます。手LにキLのベー
スがあるようにゆ知行に(J:知行の!必じ方があリます。な
に弘の!惑し )jがあるように。そして知行のベースとか!必
しfJとかは.r防'，i;:児たからjということでまとめたからと
いって.わかるようなものでは，決してありません。ダ
ウン症児の特徴を述べた1=を何卜凶必んでもわかるもの
ではありません。『ダウン指児-_:1:1については.確かに
知1ぷはJ曽すでしょうが.知!行は『ダウン拍ーリ'G-~:u では
ありません。知行lま，知行なので寸私(J:知行のことを，
fダウン杭児の知l行jとは思いません。知行は犯の 3人の
fどもの一番上の fだということで， よいわけです」
このような父波の=染は弘の研究の在り )jに付する厳
しい批判となって特いてくる。ダウン症児一般に対する
教育についての研究ではなくて. ~H本的な i司有名詞をも
った一人の人1:"としての子どもの安が浮かひあがってく
るようなE庁!?Eをめざさなければならないであろう。その
ためには安易な一般化を避けながらその子どもの独自主
人1m件ー をで与うる限リとらえる縦断的研究がまず必安，で
あろう。
本来~かなはずの人Hil を薄 っぺらな rtのとしてとらえ
てしまう一般化におちいらずに.研究が研究として成、z
するためにもたなければならない研究の伴遁的性絡をど
のように硲保するのか， といった研究のイtり)i.研'先んー
法についても改めて似本的な吟味を白分に.瓜さなければ
ならないと思う
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Summery 
In this paper， 1 study a凶utthe preschool education for Down's syndrome children， mainly from the point of view on 
the educational program. 
1 the aim of this paper 
1 the classitication of the educational establishments 
I some examples of the educational programs for the Down's syndrome children 
lV the signiticance and problems of the preschool education 
(16) 
